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教 育 相 談
令和４年度 教育相談概況

● 令和4年度の相談総件数は、3,091件でした。
相談対象者の校種では、高校と中学校がほぼ同数で、どちらも700件以上の相談が寄せられました。「不登校」を主

訴とする相談が多く寄せられています。そのうち約6割は来所相談でした。学校が保護者に勧めてくださったことで、セン
タ―での相談に繋がることができたケースも複数ありました。「交友関係・集団不適応」に関する相談は約1.2倍に増加
し、その約7割は電話相談で行われました。

● 教職員に対するコンサルテーションを、84件実施しました。
保護者や子どもとのかかわり方について、管理職や学級担任等と一緒に考える相談活動を実施しています。

コンサルテーション
対応が難しい問題等を管理職や学級担任等と

教育センターの職員が一緒に考える相談活動です。
研修サポート

教育相談等の教育課題に対応する研修を教育
センター職員が、直接学校に出向いて行います。
学校支援アドバイザー派遣事業
（公立小・中学校対象）
様々な生徒指導上の課題に対応するため、相

談活動を行う教職員やSSW等に対して助言及び
援助を行う専門家（心理・福祉）を派遣します。
ケース会議等においてご利用いただけます。

指導資料・参考資料

教育相談だよりのコラムを集めました

子どもや保護者、教職員からの相談に応じています。
電話相談
子ども電話相談
087-813-3119(子ども専用)
9:00～21:00(通年)
子育て電話相談
087-813-2040
9:00～21:00(通年)
24時間いじめ電話相談
087-813-1620 
24時間（通年）
24時間子供SOSダイヤル
0120-0-78310
24時間（通年）
子どものネットトラブル相談
087-813-3850
月～金曜日（祝日・年末年始を除く）9:00～17:00

来所相談
087-813-0945(予約受付)
月～金曜日（祝日・年末年始を除く）9:00～17:00
第２・４土曜日（祝日・年末年始を除く）

13:00～17:00
メール相談

kesoudan@kagawa-edu.jp
FAX相談

087-881-3272

教育センターの相談窓口教育相談支援活動

Webサイトに
掲載しています



 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
            
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

希望参加の研修〈公開講演〉をご活用ください 
 
基本研修や職務研修等でお招きする著名な講師の講演については、関係研修の受講の有無にかかわらず、希望

により聴講することができる公開講演としています。積極的に参加いただき、日頃の実践に生かしてください。 

 

 

 

 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 

  

 

 

 

 

 

 

       
◀グループ協議する受講者と協議を見学する大野氏 

 

 4 年ぶり                               通常開催！！  
 

今年度も、新しく採用された先生方が初任者研修に取り組まれています。コロナ禍の中、研修が縮小されてい

ましたが、4 年ぶりに通常開催が実現し、五色台宿泊研修も 1 泊 2 日で実施することができました。対面で実

施される研修の良さを感じつつ、集合研修とオンライン研修の両方を使い分けながら研修を開催しています。 

 

 

 

 
 
 
 
 
 

 

※県教育センターWeb サイト⇒ 

 
 

   

◀教育センター

での集合研修の

様子。学級経営

の在り方につい

てグループ協議

をしています。 

五色台宿泊研修 

◀うどん作りの様子。 

かまどに火をおこし大釜で

茹でたうどんをいただきま

した。  スタンツの様子▶ 

各班工夫を凝らした寸劇を

披露し、盛り上がりました。 

 今後の公開講演の予定（申込方法については教育センターWeb サイトをご覧ください。） 
 

貸出： １回につき 5 冊まで最大 15 日間 

返却： 開室時間外でも、教育センター東門の図書資料返却ボックスから返却可 

開室時間： 平日 9時～17時 

土曜日 9時～16時（13時～14時は原則として閉室） 

※土曜日は閉室している場合もありますので、香川県教育センターＷｅｂ

サイトでご確認ください｡ 

教育センター２階の教育ライブラリーには、香川県で採択されている小・

中・高の教科書をはじめ、それ以外の教科書も揃っています。また、２０種

類以上の教育雑誌や「主体的・対話的で深い学び」「ICT や一人一台端末の

活用」に関する書籍等も購入しています。閲覧だけでなく貸出（最新号の雑

誌や教科書等を除く）もしていますので、ぜひご活用ください。 

蔵 書 検 索

システム 

ライブラリーだ
よりで新刊・注
目図書を紹介 

＜教職 20 年経験者研修（小・中・高・特）他＞ 令和５年７月３１日 （月）「学校組織マネジメント」 

滋賀大学教職大学院教授 大野 裕己 氏 

   

 

 学校組織マネジメントの手法である SWOT 分析の演習を通し

て、それぞれの学校の強み弱みを可視化することができました。参

加者からは「演習を行う中で、よりよい学校づくりのヒントが見い

だせることが体感できた。」などと好評でした。 


